
健康医療学部紀要　第 2 巻2017 年 3 月 28 日 41

【資　料】

ストレスフルイベントへの対処と精神的健康にポジティブ志向が果たす役割 

― 生涯発達過程で遭遇するイベントと突発的に遭遇するイベントとの比較 ―

橋本　京子
京都学園大学　健康医療学部　言語聴覚学科

The Role of Positive Orientation on the Successful Coping  
and Mental Health in Stressful Events. 

̶ The Comparison of the Lifelong Developmental Stressful Events  
and the Suddenly Encountered Stressful Events ̶

Kyoko HASHIMOTO
Department of Speech and Hearing Sciences and Disorders, Faculty of Health and Medical Sciences, Kyoto Gakuen University

要　　旨
　生涯発達過程において不可避的に遭遇するストレスフルイベントと，予想しなかったにも関わら
ず突発的に遭遇するストレスフルイベントにおいて，それぞれどのようにネガティブな状態に対処
し精神的健康の維持がなされるのかを，ポジティブ志向（5 因子から成る：上方志向，平静維持，
現状維持，下方比較（ポジティブ），下方比較（ネガティブ））の果たす役割を中心に文献研究も加
えて考察することを目的とした．生涯発達過程において遭遇するストレスフルイベントでは
Erikson，Jung，Havigurstの提案した発達課題に基づいて各発達段階におけるストレスフルイベン
トを挙げ，各発達段階で異なるが概ね上方志向，現状維持，下方比較（ポジティブ）が重要な役割
を果たし，突発的に遭遇するストレスフルイベントでは平静維持と下方比較（ポジティブ）が重要
な役割を果たすことが示唆され，両者ともにポジティブ志向が重要な役割を果たすことが明らかに
なった．
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Ⅰ　は じ め に

　現在，心のあり方が積極的で元気であることや，
前向きでいることはよいことだという風潮が日本社
会で流行しているように筆者には思われる．「プラ
ス思考」といった言葉もしばしば耳にする．このよ
うな現象は，日本社会全体が漠然とした不安に陥っ

ているため，個々の人間が，何とか心のあり方を良
い方向に整えていき，少しでも良い生活を営み，ひ
いては社会をも良い方向に整えていこうという現れ
であるとも解釈できる．その現象自体は有意義なこ
とであると筆者は考えている．
　しかし，筆者は「積極的」「元気」「前向き」だけ
に目を向けていてもよいのであろうかという疑問を
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もつ．なぜなら，人間が生きる上で，程度の違いこ
そあれストレスを感じるような出来事に遭遇するこ
とは避けられないからである．また，特定の出来事
ではなくても，落ち込むこと，滅入ること，挫折を
味わうことは誰にでもあると筆者は考える．そのよ
うな場合に，いかなる心理状態になりいかなる行動
をとるかは個人差があると筆者は考えるが，落ち込
んだ気分をなかったことにして覆い隠し，時には無
理をしてでもポジティブな方向に心のあり方を変え
ることが少なくはない．そのこと自体は，自我防衛
機制の否認，抑圧に相当するものであり，適応的で
あろう．しかし，一時的には，否認や抑圧といった
自我防衛機制を用いても，その落ち込み，挫折をな
かったことにしてしまうことには問題があると筆者
は考える．なぜなら，落ち込みや挫折の克服から得
ることや学ぶことも多いと考えるからである．この
点については後述する．
　本論文は，このような問題を踏まえて，（1）生涯
発達過程において大多数の人間が不可避的に遭遇す
るストレスフルイベント，および（2）全員が遭遇
するとは限らないが，予想しなかったにも関わらず
突発的に遭遇するストレスフルイベントという 2 種
類の異なるストレスフルイベントの中で，それぞれ，
どのようにネガティブな心理状態（消極的で否定的
な心理状態）に対処しながら，精神的健康の維持が
なされるのかを考察する．その際，ポジティブ心理
学の観点を踏まえて橋本と子安 1, 2）が提唱したポジ
ティブ志向の概念を中心に，ストレスフルイベント
に直面し精神的健康の維持を図る過程でポジティブ
志向の果たす役割，およびポジティブ志向の他に重
要な役割を果たす要因について考察する．ポジティ
ブ志向の観点から考察する理由は，前述のように，積
極的で前向きであることが流行している現状を踏ま
え，精神的健康を維持するためにはポジティブ志向
が重要な役割を果たすと筆者は考えることによる．
　前段落で示したそれぞれの概念についての定義に
ついては後述するが，まず本論文における「ポジティ
ブ」「ネガティブ」の定義を明示する．本論文では，
原則的に辞書的定義に従い，「ポジティブ」の定義は

「積極的，肯定的，前向き」と，「ネガティブ」の定
義は「消極的，否定的，後ろ向き」とする．ただし

「ポジティブ心理学」「ポジティブ志向」はそれだけ
で独立した語として先行研究で扱われているため，
本論文においてもそのように扱う．
　以下，本論文の構成を述べる．Ⅱでは，ポジティ
ブ心理学の紹介をし，その理論に基づいて橋本・子
安 1, 2）が提案したポジティブ志向，およびポジティ
ブ志向の 5 種類の因子について概観する．Ⅲではス

トレスフルイベントについて定義したうえで，スト
レスフルイベントを「生涯発達過程において不可避
的に遭遇するストレスフルイベント」「予想しなかっ
たにも関わらず突発的に遭遇するストレスフルイベ
ント」の 2 種類に分類し，それぞれにおいて，ネガ
ティブな心理状態に対処しながら精神的健康を維持
するためには何が必要かを，ポジティブ志向を中心
にしながら考察する．最後にⅣにおいてまとめを述
べる．

Ⅱ　ポジティブな心理に関する先行研究

１．ポジティブ心理学とは
　まず，ポジティブ志向が提案された背景であるポ
ジティブ心理学について概観する．
　ポジティブ心理学は，「人間のもつ長所や強みを明
らかにし，ポジティブな機能を促進していくための
科学的・応用的アプローチ」3, 4），「精神病理や障害に
焦点を絞るのではなく，楽観主義やポジティブな人
間の機能を強調する心理学の取り組み」5, 6）と定義さ
れている．これは，1998年に，アメリカ心理学会の
会長であった Seligman 7）が，従来の心理学が精神
的な障害や人間の弱さに過度に重きをおいてきたこ
とを批判し，心理学は人間の持つ良いものを育み養
うためにも力が注がれるべきだと主張したことには
じまるものである．
　島井 6）は，ポジティブ心理学が提唱される以前の
心理学が精神的な弱さや精神障害の実態，およびそ
れらへの援助の在り方を中心に研究してきたのに対
して，ポジティブ心理学は，これまで見過ごされが
ちであった人間の精神機能のポジティブな側面に注
目し，それらを生かすことを目指していると主張し
ている．また，島井 6）は，ポジティブ心理学は心理
的な援助が必要な人々に対する新しい援助の方法を
提供するとともに，心理的な援助が必要なほどの問
題を持たない人々の精神的健康や幸福感をさらに向
上させ，究極的にはあらゆる人々の人生をより充実
させることが期待されていると主張している．しか
し，ポジティブ心理学は，精神機能のポジティブな
側面だけに注目して，精神的な弱さや障害を無視し
ようとするものではない。堀毛 4）は，ポジティブ心
理学は人間の精神機能におけるポジティブな側面と
ネガティブな側面をバランスよく研究することが重
要だとする立場であり，臨床心理学とタイアップし
つつ，健常な人々の幸福感の促進や強みの強化をも
目指そうという動向と捉えられると論じている．
　Peterson 8）によると，ポジティブ心理学は次の 3
つの関連テーマに分類して説明することができる．
1 つ目はポジティブな主観的経験（幸福感，快感，
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満足感，充実感），2つ目はポジティブな個人的特性
（強みとしての徳性，才能，興味，価値観），3 つ目
はポジティブな制度（家族，学校，共同体，社会）
である．ここには，ポジティブな制度はポジティブ
な特性の発達および発現を促進し，それがまた同様
にポジティブな主観的経験を促進するという理論が
含意されている 8）．
２．ポジティブ幻想とポジティブ志向

（1）ポジティブ幻想
　前述のように，ポジティブ心理学とは心理学全体
に関わる学問的な運動であるため，ポジティブ心理
学の概念が提唱される以前に行われた研究でも，ポ
ジティブ心理学の枠組みの中で捉えられてもよいと
判断される理論がいくつか存在する．筆者がそのひ
とつであると判断するものが，TaylorとBrown 9‒11）

によるポジティブ幻想の理論である．
　Taylor と Brown 10, 11）は，非抑うつ者という意味
での一般の人間が有している自己・環境・未来に対
する認知は，自分に都合の良いようにポジティブな
方向に傾いたエラーやバイアスのような歪んだ認知
によって特徴づけられ，それが精神的健康とも結び
ついていると指摘し，このようなエラーを含むバ
イアスのかかった認知を総称してポジティブ幻想

（positive illusions）と名づけた．TaylorとBrown 10, 
11）によると，ポジティブ幻想の内容は（1）非現実
的にポジティブな自己認知，（2）自己のもつコント
ロール能力の過大評価，（3）非現実的な楽観主義
の 3 種類に区分される．ポジティブ幻想は，望まし
い結果をただ期待するのみにとどまらず，今後起こ
ることが不確定である場合においても自分の能力に
よって望ましい結果を生み出そうという信念である
ということを，Taylor は強調している 9）．
（2）ポジティブ幻想の問題点

　しかし，このポジティブ幻想という概念には 2 つ
の問題点がある．まず，ポジティブ幻想は「自分に
都合の良いようにポジティブな方向に傾いたエラー
やバイアスのような歪んだ認知」と定義されるが，
客観的現実と比較するための明確な外的基準がない
場合には，対象者の認知が真に「ポジティブな方向
に歪んでいる」と言えるかどうかを判断することは
困難であるとTaylorとBrownは主張している10, 11）．
　また，Taylor は，ポジティブ幻想とは，信念が客
観的現実と反しているということを必ずしも意味せ
ず 12），現実を可能な限りポジティブな観点から解釈
することである13）と指摘している．つまり，なされ
た認知が客観的現実と反しているということは，あ
くまで結果として論じられることでしかない．むし
ろ，強調されているのは，ポジティブに自己や環境，

未来を捉えようとする認知のあり方，および自分自
身の力で望ましい結果を生み出そうという信念の方
であると Taylor は述べている 9）．しかし，“幻想”
という語が用いられることにより，TaylorとBrown
以降になされたポジティブ幻想に関する研究は，対
象者の認知と客観的事実を比較し，ポジティブな方
向への認知の歪みの程度を算出したうえで，歪みの
有無や歪みの程度に関する研究のみが強調され，ポ
ジティブ幻想概念の提唱者の Taylor 自身が強調し
た，ポジティブな認知をもとに自分自身の力で望ま
しい結果を生み出そうという信念については十分に
検討されていない現状にあると筆者は考える．
（3）ポジティブ幻想からポジティブ志向へ
1）ポジティブ志向の定義

　前項に述べた問題点を踏まえ，橋本と子安 1, 2）は，
ポジティブな方向への認知の歪みの有無や程度を問
わずに，ポジティブな認知を幅広く捉え，ポジティ
ブな認知をもとに自分自身の力で望ましい結果を生
み出そうという信念をも捉える必要があると考え
た．そして，現実をポジティブな方向に歪めた認知
だけでなく，現実に沿った認知をも含めて，Taylor
とBrown 9‒11）の定義に則りながら「特定の方法で既
知の事実を見ようとすること」12）の結果生じた「現
実のポジティブな面を強調するような，必ずしも現
実に基礎を置いていない」14）認知のあり方を「ポジ
ティブ志向」（positive orientation）と定義した．す
なわち，ポジティブ志向とは，「現実をポジティブな
方向に歪めた認知（ポジティブ幻想）」，「現実に沿っ
ているのか，ポジティブに歪めているのか曖昧な認
知」，および「現実に沿ったポジティブな認知」の3
つを含む幅広い概念と位置づけられる．この「ポジ
ティブ志向」の概念により，客観的現実と比較して
ポジティブな方向に歪んだ認知（ポジティブ幻想）
のみに限定することなく，ポジティブに自己や環境，
未来を捉えようとする認知のあり方を幅広く捉える
ことが可能になったといえる．また，客観的現実を
測定するために必要な明確な外的基準が存在しない
場合でも，ポジティブな認知のあり方を捉えること
ができることもポジティブ志向概念の利点であると
筆者は考える．

2）ポジティブ志向の構成因子
　ところで，「現実のポジティブな面を強調するよ
うな認知」といっても，その内実は多様である．特
に，ポジティブな認知がどのような状態を基準とし
て行われるのかを考慮する必要があると筆者は考え
る．社会心理学においては，下方比較，つまり，よ
り悪い状態の他者や環境を比較の基準にし，それと
比較することによって現在の自己や環境をポジティ
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ブにとらえる傾向がしばしばみられることが確認さ
れている．しかし，ポジティブな認知は，より悪い
状態と比較する場合のみでなく，現在の状態を基準
としてその状態を維持できればよいととらえたり，
あるいは現在より良い状態を基準にして，さらに良
い状態を目指す方向に行われたりすることもあると
筆者は考える．
　橋本と子安 1, 2）は，ポジティブ志向の定義に則っ
て，ポジティブ志向を測定する尺度を作成した．作
成過程は，Taylor と Brown 9‒11）が挙げた 3 種類の
ポジティブ幻想（（1）非現実的にポジティブな自己
認知，（2）自己のもつコントロール能力の過大評
価，（3）非現実的な楽観主義）に基づき，「非現実
的」「過大評価」の要素を抜いたうえで，13個 注1）の
下位分類を設定し，その内容を具体的に表す項目を
独自に作成したものである．その結果，ポジティブ
志向は，上方志向，平静維持，現状維持，下方比較

（ポジティブ），下方比較（ネガティブ）の 5 つの因
子から構成されることが明らかにされ，信頼性と妥
当性も確認されている 注2）．この5つの因子は，現実
をポジティブに認知する際にどこに基準を置くかの
違いによって分かれるものである．
　まず，基準を現在の状態よりも上におくものが「上
方志向」である．これは，現在の状態よりも，さら
にポジティブな方向を指向する傾向である（例：「現
状よりもさらに良くすることができると思う」）．
　次に，基準を現在と同じ状態に置くものが「平静
維持」と「現状維持」である．両者は基準を現在と
同じ状態に置くものであるが，その意味合いは異な
る．「平静維持」は現在の状態を平静な状態のまま保
とうとする傾向である（例：「平静な状態を，すぐに
取り戻すことができると思う」）．他方，「現状維持」
は現在の状態以上にポジティブな方向を目指さなく
てもよいと考える傾向である（例：「これ以上良い方
向を目指さなくてもよいと思う」）．
　最後に．基準を現在の状態よりも下に置くものが

「下方比較（ポジティブ）」「下方比較（ネガティブ）」
である．「下方比較（ポジティブ）」は，よりネガティ
ブな他者や状態と比較して，現在を相対的にポジ
ティブに認知する傾向を示す（例：「もっと悪い状
態の人と比較すると，今の自分の状態はずっと良い
と思う」）．他方，「下方比較（ネガティブ）」はより
ネガティブな状態と比較してもなお現在をネガティ
ブに認知することを指す．ただし「下方比較（ネガ
ティブ）」については，現在の状態をネガティブに
とらえる傾向を示しているので，「ポジティブ志向」
の概念からは除外されるだろうと橋本と子安 2）は
述べている．

　これらのポジティブ志向の構成因子のいくつかは
幸福感と結びついていることを橋本と子安 1, 2）は構
造方程式モデル（SEM）を用いて明らかにしてい
る．ここで検討された幸福感は，Diener ら 15‒17）が
提案した人生満足感（life satisfaction：主観的幸福
感 15‒17），注 3）の認知的側面）に加え，他者や生命や自
然とのつながりから得られる幸福感を含めたもので
ある．上方志向と下方比較（ポジティブ）は両者と
も幸福感に正の影響を及ぼすが，両者を比較すると
上方志向が幸福感に大きな影響を及ぼす．また，現
状維持は楽観性 注 4）が低い場合に幸福感に正の影響
を及ぼす．他の 2 つは直接幸福感に影響を及ぼさな
いが，抑うつ 注 5）が高い場合は，平静維持が幸福感
に正の影響を及ぼし，下方比較（ネガティブ）が幸
福感に負の影響を及ぼす．よって，ポジティブ志向
を検討する際には，各因子の内容と機能を仔細に区
別する必要があると橋本と子安 2）は述べている．

Ⅲ　様々なストレスフルイベントにおける 
ポジティブ志向の役割

１．ストレスフルイベントとは
　本節では，Ⅱで示した先行研究を踏まえ，ポジティ
ブ志向が否定的な出来事においてどのような役割を
果たすかについて検討する．
　否定的な出来事という言葉で一般的に想起される
のはストレスという言葉であると考えられる．ス
トレスとは，心身の適応能力に課せられる要求（de-
mand），およびその要求によって引き起こされる心身
の緊張状態を包括的に表す概念と定義される．スト
レスに関する理論には代表的なものが 2 つある．1
つは，Holmes と Rahe 18）に代表される生活出来事
型ストレス研究である．これは，ストレスを生活上
の変化であると捉え，日常生活上の変化に再適応す
るために必要な努力が心身の健康状態に影響すると
捉える立場に立つ．
　もう 1 つは，Lazarus と Folkman 19）が提唱した
心理学的ストレスモデルである．このモデルにおい
ては，ストレスフルイベントにおける認知の重要性
が強調されており，ストレスフルイベントによる健
康上の問題への影響力が，両者の間に介在する認知
的評価とコーピングによって決定されると考えられ
ている．
　LazarusとFolkman 19）によると，心理的ストレス
となりうる外界からの刺激に対して，認知的評価が
行われる．認知的評価は，一次的評価と二次的評価
とが存在する．一次的評価では，状況が「無関係」，

「無害・肯定的」，「ストレスフル」のいずれか，「ス
トレスフル」な場合は，「有害」，「脅威」，「挑戦」の
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いずれかという評価が行われる．二次的評価では，
一次的評価で状況が「ストレスフル」と評価された
場合，状況に対処するためにできること，また対処
するために持っている資源についての評価が行われ
る．認知的評価に基づいて，コーピング（ストレス
反応を低減することを目的として行われる認知的・
行動的努力）が実行される。コーピングが成功し，
刺激や情動が適切に処理されれば，健康上の問題は
生起しないが，コーピングが失敗した場合には，心
身の健康上の問題が生起する。
　Lazarus と Folkman 19）の理論に則れば，同じよ
うな出来事を経験したとしても，個人がそれをどう
認知・評価するかによって，出来事がストレス反応
を引き起こすものになるかどうかは異なると考えら
れる．しかし，個人差はあるとしても，多数の人に
とって多かれ少なかれ心理的負荷を感じる出来事，
つまり心理的ストレスとなりうる出来事というもの
は存在するであろうと筆者は考える．
　このような問題意識のもとに，本論文では坂野 20）

にならい，「個人に新しい適応行動や対処行動を必要
とさせるような出来事であり，それまでの生活様式
に重大な変化をもたらすような出来事」を「ストレ
スフルイベント」と定義する．坂野 20）によると，そ
れらは，予測が困難である，不確実である，コント
ロールが難しいなどの特徴をもち，抑うつや，動機
づけの低下を生み出すと考えられる状況である．本
論文では，出来事を経験したことそのものがストレ
ス反応を決定するという立場には立たず，出来事が
個人にとって持つ意味，および出来事への対応の個
人差を考慮する．
２．ポジティブ心理学におけるストレスフルイベント

　抑うつや，動機づけの低下を生み出すと考えられ
る状況であるストレスフルイベントであるが，一方
でポジティブな意味ももちうることが，1990年から
2000年代になってから注目されてきた．つまり，ス
トレスフルイベントはポジティブな意味をも持ちう
るものであり，むしろ人間はストレスフルイベント
にポジティブな意味づけをするからこそ，人間的な
成長がなしとげられるという指摘がなされている．
これはポジティブ心理学概念の提案とも関係が深い
と筆者は考える．例えば，TedeschiとCalhoun 21, 22）

は「危機的な出来事や困難な経験との精神的なもが
き・闘いの結果生じる，ポジティブな心理学的変容の
体験」21）を心的外傷後成長（Posttraumatic growth; 
PTG）という概念として定義している．日本では
宅23）が青年を対象に心的外傷後成長の研究を行って
おり，成長したという感覚はストレスフルイベント
に対する意味を付与することによってもたらされる

ことなどを明らかにしている．橋本24）はポジティブ
志向がストレスフルイベントにおける成長・発展・
自己実現に重要な役割を果たす可能性について考察
を行っている．
　先述した Taylor と Brown 9‒11）は，先行研究 25, 26）

から抽出した精神的健康の 4 つの基準 注 6）とポジ
ティブ幻想が関連していることをもって，ポジティ
ブ幻想が精神的健康と結びついていると主張してい
るのだが，その基準の1つとして，「ストレスフルイ
ベントにおいて，成長・発展・自己実現を遂げる能
力」が確かに挙げられているのである 9‒11）．
３．様々なストレスフルイベントにおけるポジ
ティブ志向

　それでは，実際のストレスフルイベントの中で，ポ
ジティブ志向の各因子は精神的健康の維持にあたっ
てどのような役割を果たすのであろうか．この点に
ついて本項（1）と（2）では考察を行う．本項では
前述した通り，ストレスフルイベントを，生涯発達
過程において大多数の人間が不可避的に遭遇するス
トレスフルイベントと，全員が遭遇するとは限らな
いが，予想しなかったにも関わらず突発的に遭遇す
るストレスフルイベントの 2 種類に分類する．
（1）生涯発達過程において不可避的に遭遇するス
トレスフルイベント

　まず，前者の，生涯発達過程において不可避的に
遭遇するストレスフルイベントについて，幼児期か
ら順に老年期まで考察を行う．
　なお，ポジティブ志向が生涯発達においてどの時
点で出現するかについては未検討である．ただし，
心理社会的な立場から自我の生涯発達段階理論を打
ち立てた研究者の1人であるErikson 27）は，各発達
段階における発達課題を，「達成されるべき課題　対　
達成されなかった場合陥る心理的危機」の対概念と
して提示し，退行や病理などの危機を含みながらも
発達課題を達成することが次の発達段階への円滑な
移行に寄与することを説いていることから，人間は
かなり幼少期からポジティブ志向を有していると考
えられる．この点に関しては，今後幅広い年代を対
象とした実証的検討が必要であると筆者は考える．
　幼児期，児童期，青年期前期（思春期）において
不可避的に遭遇するストレスフルイベントに，入園，
入学，進級，クラス替えがある．これらは喜びをもた
らす反面，新しい適応行動が必要となり，それまで
の生活様式に変化をもたらす点でストレスフルイベ
ントとしての定義を満たす．例えば，小学校入学の
際は，幼稚園や保育所と違って養育者が登下校に付
き添わない，勉強・授業をはじめとして自分自身が
しなければならないことが増える等の変化がある．
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進級やクラス替えの際は，仲良しの友達と違うクラ
スになったり苦手な友達と同じクラスになったりす
るという変化と，新規な環境で友達ができるかどう
かという不安が生じる．中学校入学の際は，科目ご
とに担当教員が変わる，定期試験があるという変化
がある．幼児期・児童期・思春期は，それらの変化
に適応せねばならない．適応が難しい場合には，心
身の健康を害し，不適応状態に陥る可能性もあると
筆者は考える．これらに対し筆者は，ポジティブ志
向因子の現状維持と上方志向が貢献する可能性があ
ると考える．その理由として，現状維持は楽観性が
高くない場合でも幸福感を向上させることが橋本と
子安によって確認されている 2）ため，新しい環境に
直面する場合で楽観性が一時的に低下した場合にお
いても有用であると考えられることによる．また，
入学や進学においては，変化とともに新しい世界へ
の意欲も高まる場合もあるため，楽観性が高い場合
は，現在の状態よりも高い水準を目指そうとする上
方志向が心理的にポジティブな方向に導きうると筆
者は考える．
　それに加えて，幼児期や児童期の場合は，養育者
や家庭，親しい友人からのソーシャルサポート（社
会的支援）が，これらのストレスフルイベントを乗
り越える重要な要因となると筆者は考える．その理
由として，児童期では自分自身でしなければならな
いことが増えるとはいえ，まだ養育者や家庭の支援
が必要だということが挙げられる．また，特に児童
期中期では「9 歳の壁」という言葉に代表されるよ
うに，思考や認知のうえでも，友人関係のうえでも，
様々な困難を抱える時期であり，その時に信頼でき
る養育者や友人からのソーシャルサポートは幼児・
児童にとって心強いものとなると筆者は考える．
　青年期前期・中期・後期においては，学業上の不
安や進路決定が大きなストレスフルイベントとなる
と筆者は考える．子安と橋本28）によると，現在では
高等教育が万人の義務に近いものとなっており，大
学を出れば就職に有利なのではなく，大学を出てい
ないと就職に不利になる状況である．そのような状
況の中では，青年期後期，つまり高等教育機関を卒
業する場合には，進路決定の問題が大きなストレス
フルイベントとなると考えられる．
　子安と橋本 28）は，大学生を対象に質問紙調査を
行った結果，学業・職業・進路に関するストレスフ
ルイベントは，他の種類のストレスフルイベントよ
りも確かに重要性や深刻性が高いことを明らかにし
た．しかし，学業・職業・進路に関するストレスフ
ルイベントにおいては，ポジティブ志向が他のスト
レスフルイベントよりも顕著に現れやすいこと，お

よび，動機づけ（大学進学動機等）がポジティブな
自己信念を介在してポジティブ志向の向上に影響を
及ぼすことを見出している．
　さらに，橋本 29, 30）は，大学生活での重大なストレ
スフルイベントのひとつである卒業論文執筆に取り
組んでいる大学生を対象に質問紙調査を行い，卒業
論文作成の苦しい面（締切に追われる，心理的圧力
がかかる等）は確かに認識されているものの，楽し
い面（新たな発見がある，自分で 1 つの論文を仕上
げる等）も認識されていることを見出した．これは
ストレスフルイベントに自らでポジティブな意味づ
けをしている一例であると筆者は考える．そして，
同学部で同じように卒業論文を書いている平均的な
学生と自分自身とを比較して，どの程度自分自身を
ポジティブにみなしているかの自己認知を調べたと
ころ，積極性や意志の強さに関する自己の側面にお
いて，自分自身を他者よりも優れているとみなす傾
向がみられ，それらは抑うつの低さと相関関係にあ
ることを明らかにした．これらの結果から，学業に
関するストレスフルイベントでは，下方比較（ポジ
ティブ）が重要であることが示唆される．また，進
路という新しい世界への意欲も高まるため，現在の
状態よりも高い水準を目指そうとする上方志向が良
い方向に働くこともあると筆者は考える．アイデン
ティティを確立し自らの進路を決める必要があるこ
とから，青年期はしばしば危機的な時期と呼ばれる
が，これらのことから，ポジティブ志向，特に下方
比較（ポジティブ）と上方志向を高めることは，青
年期の精神的健康の維持・高揚という点からも重要
であると筆者は考える．
　中年期においては，Jung 31）が「人生の正午」と
呼ぶように，中年期以前が外向的適応の精神発達期
であったのが，内向的適応の精神発達期に転換して
価値観が個性化や自己実現へと逆転する．また，職
場では上司や管理職となったり，更年期障害に代表
されるような身体の変化も起こったりと，中年期も
心の内面や身体に重大な問題が生じている危機的な
時期であることも広く指摘されている．中年期の発
達課題として，Havighurst 32）はその一つに「成人と
しての社会的・市民的責任の達成」を，Erikson 27）

は「世代性」を挙げている．ここでは，社会とのつ
ながりや次世代を育てるということが重要な概念に
なると筆者は考える．その理由は，これまでの自分
自身を受け入れるという点では現状維持，つまり現
在の状態にとどまることを良しとすることが重要に
なると筆者は考えるからである．また，病気になっ
たり，身体機能が以前よりも低下したりするといっ
た変化に関しては，下方比較（ポジティブ）も重要
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になるだろう．これに関連して，Taylor 12）は，乳が
ん患者を対象にした研究で，自分より状態の悪い患
者を比較対象として選択し，そのような患者がいな
い場合は存在すると仮定して，自分より状態の悪い
患者との下方比較を行って精神的健康を維持し，現
実を直視し落ち着きを維持していたことを見出して
いる．
　老年期においては，体力の衰えや，配偶者や友人，
自らの死を受容することがストレスフルイベントに
なることが広く指摘されている．また，職業につい
ていた者は退職し，収入と新たな毎日の過ごし方を
考える必要に迫られ，これもストレスフルイベント
になりうると筆者は考える．ここでも，職場以外の
社会や親しい友人，および家族といった様々な人と
のつながりがストレスフルイベントを克服する重要
な要因になると考えられる．Havighurst 32）は，老
年期の発達課題のひとつに「自分と同年輩の老人た
ちと明るい親密な関係を確立すること」を挙げてい
る．ポジティブ志向の中では，Erikson 27）が老年期
の発達課題として挙げた「自我の統合」つまりこれ
までの自我・自己を受け入れるという点では，中年
期と同様の理由で現状維持が重要になると筆者は考
える．また，身体的変化や病気に関しては，下方比
較（ポジティブ）が重要であると筆者は考える．そ
の理由は，前述した Taylor 12）の乳がん患者を対象
とした研究による．
　以上概観したように，生涯発達過程において不可
避的に遭遇するストレスフルイベントに対処し，精
神的健康を維持・高揚するには，各発達段階におい
て重要となるポジティブ志向の種類が異なると筆者
は考える．また，生涯発達過程において不可避的に
遭遇するストレスフルイベントにおいては，ポジ
ティブ志向の他に，養育者や友人，および次世代の
者といった他者とのポジティブな関係が重要である
と筆者は考える．Ryffら 33‒35）は，幸福感を構成する
次元の1つとして，ポジティブな他者関係（positive 
relationships with others）を挙げていることから
も，精神的健康の維持に他者関係が影響を及ぼすこ
とが示唆される．
（2）予想しなかったにも関わらず突発的に遭遇す
るストレスフルイベント

　生涯発達過程において不可避的に遭遇するストレ
スフルイベントの他に，人生には突然の事故や災害，
病気，親密な他者との別れ等，予想しなかったにも
関わらず突発的に遭遇するストレスフルイベントが
存在する．
　この場合は，ポジティブ志向のうち，平静維持を
保ち続けることが重要であると筆者は考える．その

理由は，予想しなかったにも関わらず突発的に遭遇
するストレスフルイベントにおいては，まず平静な
心理状態を維持することが，当面の時間を生きるた
めに役立つと筆者が考えること，および，橋本と子
安 1, 2）によると平静維持は抑うつが高い場合に幸福
感に正の影響を及ぼすことが確認されていることに
よる．またそれに加えて，下方比較（ポジティブ）が
重要となるとも筆者は考える．その理由は，橋本 36）

の研究からの示唆による．橋本 36）は，学業，事故，
病気，対人関係領域から，深刻性の異なる12個のス
トレスフルイベントを抽出し，各ストレスフルイベ
ントにおけるポジティブ志向の現れ方を仮想場面を
用いて比較し，さらにそれぞれのストレスフルイベ
ントを実際に体験したか否かを質問紙調査にて検討
した結果，実際に体験した場合に，ストレスフルイ
ベントの深刻性に関わらず下方比較（ポジティブ）
が同程度になされる可能性を見出している．
　さらに，予想しなかったにも関わらず突発的に遭
遇するストレスフルイベントについては，十分に悲
しさやつらさを経験したうえで，焦らずにポジティ
ブな心理状態を取り戻すために，時間の経過も必要
であると考えられる．その根拠として橋本37）の挙げ
た事例がある．橋本37）は，突然友人と死別するとい
う自らの経験をもとに，その経験から 2 ～ 3 年経っ
ても「元気になれない」「まだ十分に悲しませて欲し
い」という思いがあったと回想している．そのうえ
で，将来にわたっても，「心の傷・痛み」そのものを
治癒することはできないが，時間が経ってある程度
癒えたとき，それを「心の〈傷あと〉」として残すこ
とに積極的な意味を見出すこともできると気が付い
たのが約 5 年後であったと示している．積極的な意
味の例として，これまでの人生よりも視野が広がる
こと，自らの「心の〈傷あと〉」に対処しようとする
べく新たな活動へと挑戦することができること，種
類は違っても「心の〈傷あと〉」を持っている人々や
場合とのつながりをもち，その人々や状況に思いを
馳せることができることなどが挙げられている．
　以上のことは，この一事例のみに基づく考察であ
ることに問題があるため，さらなる実証的検討が必
要となると筆者は考える．しかし，この事例からは，
予想しなかったにも関わらず突発的に遭遇するスト
レスフルイベントのうち，特に深刻で重大であるも
のについては，否定的な面も将来にわたって残るも
のの，ある程度の時間を経れば，前述のような活動を
通じてストレスフルイベントが積極的な意味をも持
ち得るものになり，やがてそれは人間的な成長につ
ながることを示唆するものであると筆者は考える．
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Ⅳ　お わ り に

　本論文では，ストレスフルイベントを「生涯発達
において不可避的に遭遇するイベント」「予想しな
かったにも関わらず突発的に遭遇するストレスフル
イベント」の 2 種類に分類し，それぞれのイベント
において，どのようにネガティブな心理状態（消極
的で否定的な心理状態）に対処しながら，精神的健
康の維持がなされるのか，その過程でポジティブ志
向の果たす役割，およびポジティブ志向の他に重要
な役割を果たすものについて考察を行った．その結
果，「生涯発達において不可避的に遭遇するイベン
ト」「予想しなかったにも関わらず突発的に遭遇する
ストレスフルイベント」とで 5 種類のポジティブ志
向の働きが異なることが示唆された．具体的には，
生涯発達において不可避的に遭遇するストレスフル
イベントについては，発達段階によって重要となる
ポジティブ志向の種類が異なるが，概ね上方志向，
現状維持，下方比較（ポジティブ）が重要な役割を
果たし，それに加えて他者との良好な関係や社会と
のつながりが必要であることが示唆された．他方，
予想しなかったにも関わらず突発的に遭遇するスト
レスフルイベントについては，ポジティブ志向のう
ち平静維持と下方比較（ポジティブ）が重要な役割
を果たし，それに加えて，ポジティブな心理状態を
取り戻すために，ある程度の時間の経過が必要であ
ることが示唆された．
　どんなに明るい前向きな人生を送ろうとしても，
人間は生涯，様々なストレスフルイベントに遭遇し
得る．日本語には「苦あれば楽あり」「禍福は糾える
縄の如し」「楽は苦の種、苦は楽の種」といったこ
とわざ，故事成語も存在する．楽や福ばかり，つま
りポジティブな面だけの人生は存在し得ないと筆者
は考える．苦や禍は，遭遇しないに越したことはな
いが，どうしても遭遇することが避けられないもの
であり，それらへの対処がうまくいかなければ，精
神的・身体的健康を害するものになり得る．このよ
うに，人間は，ポジティブな出来事にもストレスフ
ルイベントにも両方遭遇しうるが，その出来事のポ
ジティブな面とネガティブな面の両方を経験しなが
ら，総合的に見て「これでよい（good enough）」38）

という自己認知をもち，そのような人生を過ごすこ
とが重要であると筆者は考える．
　今後の課題として，Ⅲで述べた考察が先行研究と
文献研究に基づいての考察であるため，因果関係を
も明らかにするために，実験や調査等を用いた実証
的な検討が必要であることが挙げられる．具体的に
は，生涯発達において不可避的に遭遇するストレス

フルイベントにおいてポジティブ志向がどのように
働くのか，各発達段階において重要なポジティブ志
向が実際に異なるものであるか否か，その具体的様
相を明らかにするための実証的検討が必要である．
予想しなかったにも関わらず突発的に遭遇するスト
レスフルイベントにも様々な種類があるが，種類に
よってポジティブ志向の働きがどのように異なるの
か，「ある程度の時間経過」とはどの程度の時間の経
過が必要であるのか，また今回は一事例のみに基づ
く検討であったため，今後は多種多様な事例に基づ
く実証的な検討が必要であると筆者は考える．
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注釈
注1）：他者との社会的比較，さらに悪い事態の想定，利益

を想定，自己高揚，対処可能性，精神的対処（＋），精
神的対処（－），他者からのサポート，再発の防止，事
態の好転を期待，事態の悪化を想定，将来への楽観性，
自分の未来を他者の未来よりも肯定的に考える，以上
13 個である．

注 2）：ただし，先行研究の尺度とポジティブ志向尺度の
関係についての区分や分析方法にややわかりにくい点
があり，ポジティブ志向についても概念的定義をさらに
洗練する余地があることが指摘されているが，指摘され
た問題は研究の価値を根本的に減ずるものとはいえな
いと指摘されている（鈴村（橋本）京子の京都大学博士
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論文（2012）「ストレス状況におけるポジティブ志向が
精神的健康と幸福感に及ぼす影響」の論文審査の結果要
旨による（http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/
bitstream/2433/158082/1/ykyok00131.pdf#search=%2
7%E9%88%B4%E6%9D%91+%E6%A9%8B%E6%9C%A
C+%E4%BA%AC%E5%AD%90%27））．

注 3）：主観的幸福感（subjective well-being：SWB）と
は，幸福感の主観的側面であり，自己・家族・仕事など
特定の領域に対する満足や人生全般に対する満足を含
む広範な概念とされる（Diener et al. 15‒17））．

注 4）：ここで検討された楽観性は，一般化された楽観的
な期待によって特徴づけられる幅広いパーソナリティ
特性として楽観性を概念化する立場であり，Scheier と 
Carver により「物事がうまく進み，悪いことよりも良
いことが生じるだろうという信念を一般的にもつ傾向」
と定義されている（Scheier, MF, Carver, CS: Optimism, 
coping, and health: Assessment and implications of 

generalized outcome expectancies. Health Psychology, 
4: 219-247,1985）．「ポジティブ志向」と類似した概念で
あるが，本論文では，楽観性は未来に対してポジティブ
な結果を期待する傾向のあるパーソナリティ特性であ
り，他方，ポジティブ志向は，未来に対してだけでなく
現在および過去も含めた自己や環境へのポジティブな
認知のあり方という点で相違があると位置づける 1, 2）．

注5）：抑うつとは，落ち込んだり，憂鬱であったりといっ
たネガティブな感情（抑うつ気分），および抑うつ気分
と共に生じやすい心身の状態（興味や喜びの喪失，易疲
労性，自信喪失などの抑うつ症状）を指す（坂本真士・
大野裕：抑うつとは．坂本真士・丹野義彦・大野裕（編）．
抑うつの臨床心理学．東京大学出版会．pp.7-28., 
2005）．

注6）：他の3つの基準は（1）幸福で，満足していられる
能力，（2）他者に配慮し，他者とよい関係を築く能力，

（3）創造的，生産的な仕事をする能力である．


